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Ⅰ 計画策定の方針 

 

１ 計画策定の趣旨 

 

本計画は，呉市と豊浜町の合併後の新しいまちづくりを総合的かつ効果的に推進す 

るため，豊浜町新総合計画の理念を継承するとともに，第３次呉市長期総合計画との 

整合を図り，合併後の新市のまちづくりの目標，さらに，この目標実現のための総合 

的な「まちづくり計画」を定めるものです。 

呉市及び豊浜町には，少子・高齢化対策，産業振興，本土への交通網の整備，定住 

促進のほか，特に，豊浜町においては，地域の自然，文化はもとより，産業活動や諸 

施設などの地域資源を総合的に有効活用するための施策を展開していく必要がありま 

す。 

合併後は，呉市の産業業務機能や高次都市機能を充実するとともに，豊浜町の地場 

産業の振興や自然体験機能の充実による交流事業の推進など，それぞれの特性や機能 

を相互に生かしたまちづくりが必要です。 

そのため，このまちづくりの目標に基づき，合併後の新市を建設していくための基 

本方針を定めるとともに，総合的，計画的な施策項目の実現を図ることにより，両市 

町の速やかな一体化を促進し，地域の均衡ある発展と市民福祉の向上を図ります。 

 

 

 ２ 計画の構成 

 

   本計画は，次の項目で構成しています。 

 

   Ⅰ 計画策定の方針 

   Ⅱ 呉市・豊浜町の概況 

   Ⅲ 合併の必要性と効果 

   Ⅳ まちづくりの基本方針 

   Ⅴ まちづくり計画 

   Ⅵ 公共施設の統合整備 

   Ⅶ 財政計画 

 

 

 ３ 計画の期間 

 

   まちづくりの基本方針に基づく「まちづくり計画」及び「財政計画」は，平成１７年

度から平成３６年度までの２０か年計画とします。 
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Ⅱ 呉市・豊浜町の概況 

 

１ 現 況 

 

(1) 位置・特性 

 

① 呉市 

呉市は，広島県の西南部，東経 132°34′，北緯 34°14′に位置する瀬戸内海に面し

た気候温和で自然環境に恵まれた都市です。 

市域面積は 155.08k ㎡，その内約 54％が山林であり，平たん地が少なく，海まで

張り出した山塊によって市街地が各地区に分かれています。臨海部は重工業地帯で

占められ，急傾斜地に民家が密集した土地利用形態となっており，また，内陸部の

丘陵地は，住宅地，工業団地，農地等として利用されています。 

一方，こうした地形から山と海の風光明媚な自然に恵まれ，灰ヶ峰，休山等から

の瀬戸内の美しい島々の眺望や二河峡，二級峡の多彩な峡谷美の景観は，貴重な観

光資源として，また，市民の憩いとレクリエーションの場としても親しまれていま

す。 

 

② 豊浜町 

豊浜町は，豊島，大崎下島の一部，斎島，尾久比島，三角島の一部，その他の小

島によって構成され，呉市の中心部と直線で約 23km の距離にあります。 

素晴らしい自然環境や多島美景観を有し，瀬戸内の本来の島の風情を醸し出して

います。 

町域面積は 11.65 ㎞２と，県下では２番目に小さい町で，海岸からのわずかな平た

ん地を除いて,ほとんどが 15 度～35 度の急傾斜地となっており，狭あいな可住地に

密集して，豊島，大崎下島，斎島に６つの集落が形成されています。 

 気候は温暖小雨という典型的な瀬戸内海気候にあり，急傾斜面は秩父古成層等 

の肥沃な土壌に恵まれてみかん栽培が行われているとともに，瀬戸内でも有数の 

好漁場に面していることから，特にマダイの漁獲量は県下屈指を誇っています。 

 また，国の天然記念物であるアビ渡来群游海面を有し，県鳥アビが飛来するま 

ちとして知られるほか，本来亜熱帯地域に分布する樹木であるホルトノキが生育 

するなど，独特の生態系を見せています。 

       豊浜町では，離島ならではの自然との調和を図った，特色あるまちづくりを推  

進しています。 



- 3 - 

    位置図 

 

 

 

(2) 歴 史 

 

呉 市 
 
 明治19（1886）年   第二海軍区軍港に指定 
 明治22（1889）年   呉鎮守府開庁 
 明治35（1902）年   和庄町・荘山田村・宮原村・二川町の４町村が合併し市制施行 
 明治36（1903）年    呉海軍工廠設立 
 昭和 3（1928）年    吉浦町・阿賀町・警固屋町の３町を編入 
 昭和16（1941）年   広村・仁方町の２町村を編入 
 昭和26（1951）年   呉港が重要港湾に指定され，翌年呉市が港湾管理者となる。 
 昭和31（1956）年   天応町・昭和村・郷原村の３町村を編入 
 平成 6（1994）年    呉市と周辺12町が呉地方拠点都市地域に指定 
 平成12（2000）年   特例市に指定 
 平成14（2002）年   市制施行100周年 
 平成15（2003）年    下蒲刈町を編入 
 

 
豊浜町 
 
 明治22（1889）年  町村制施行に伴い，豊島村・大浜村・斎島村が合併し豊浜村と 
           なる。 
 昭和44（1969）年  町制を施行し，豊浜町となる。 
 平成 4（1992）年  豊浜大橋（安芸灘４号橋）開通 
 

府中町

東広島市

熊野町

海田町

広島市

坂町 黒瀬町

江田島町

沖美町
能美町

大柿町

安芸津町

竹原市

大崎上島町

呉市
安浦町

川尻町

蒲刈町

豊浜町
豊町

音戸町

倉橋町
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(3) 人 口（呉市分には，平成 15年４月１日に合併した旧下蒲刈町分を含む。） 

① 人口推移 

    （国勢調査）                            （人） 

 S55年 S60年 増減数 H 2年 増減数 H 7年 増減数 H12年 増減数 

呉 市 238,640 230,359 -8,281 220,259 -10,100 212,697 -7,562 205,382 -7,315 

豊浜町 4,017 3,508 -509 3,007 -501 2,533 -474 2,175 -358 

合 計 242,657 233,867 -8,790 223,266 -10,601 215,230 -8,036 207,557 -7,673 

 

 

② 年齢階層別人口構成 

        （国勢調査）                            （人） 

 

 

 

H 7年 H12年 

0～14歳 15～64歳 65歳以上 ０～14歳 増減数 15～64歳 増減数 65歳以上 増減数 

構成比率 構成比率 構成比率 構成比率 増減率 構成比率 増減率 構成比率 増減率 

呉 市
 29,684 143,657 39,347 27,694 -1,990 133,365 -10,292 44,318 4,971 

14.0% 67.5% 18.5% 13.5% -6.7% 64.9% -7.2% 21.6% 12.6% 

豊浜町
 178 1,374 981 107 -71 1,014 -360 1,054 73 

7.0% 54.2% 38.7% 4.9% -39.9% 46.6% -26.2% 48.5% 7.4% 

合 計
 29,862 145,031 40,328 27,801 -2,061 134,379 -10,652 45,372 5,044 

13.9% 67.4% 18.7% 13.4% -6.9% 64.7% -7.3% 21.9% 12.5% 

 

 

③ 就業構造 

        （国勢調査）                            （人） 

 

 

 

H 7年 H12年 

１次産業 ２次産業 ３次産業 １次産業 増減数 ２次産業 増減数 ３次産業 増減数 

構成比率 構成比率 構成比率 構成比率 増減率 構成比率 増減率 構成比率 増減率 

呉 市
 1,695 33,821 67,929 1,064 -631 29,429 -4,392 65,296 -2,633 

1.6% 32.6% 65.5% 1.1% -37.2% 30.5% -13.0% 67.6% -3.9% 

豊浜町
 1,119 187 351 787 -332 135 -52 326 -25 

67.5% 11.3% 21.2% 63.1% -29.7% 10.8% -27.8% 26.1% -7.1% 

合 計
 2,814 34,008 68,280 1,851 -963 29,564 -4,444 65,622 -2,658 

2.7% 32.3% 64.8% 1.9% -34.2% 30.2% -13.1% 67.1% -3.9% 
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２ 呉市と豊浜町との結び付き 

 

(1) 日常生活圏の一体性 

 豊浜町は，呉市の中心部と直線で約 23km の距離にあり，呉港から今治行きの高速船

や蒲刈町大浦港からのフェリー等によって結ばれています。 

 現在，呉市と豊浜町とは，通勤面でのつながりは若干弱いものの，呉市への通学者

の割合は通学人口の 36.4％，買回品(衣料品，耐久消費財等)においては約 38％が呉市

で購入されるなど，通学，商圏は呉市に含まれています。また，入院者の約 52％が呉

市の医療機関を利用しており，呉市と豊浜町は，日常生活圏が一体化されつつありま

す。 

 今後は，安芸灘諸島連絡架橋の玄関口となる｢安芸灘大橋｣が平成 12 年１月に完成

・供用開始されたことに加え,平成 10年代後半の供用開始を目指して事業実施中の(仮

称)豊島大橋（安芸灘３号橋）の完成により本土と陸続きになることから，呉市との

つながりの一層の強化が期待されています。 

 

(2) 呉市と豊浜町による広域行政 

 呉市と豊浜町は，呉地方拠点都市地域の指定（平成６年９月）を契機に人材育成，

地域間交流，教養文化活動等のソフト事業を共同して実施するため，呉広域市町村圏

としてふるさと市町村圏の選定を受け，昭和 47 年設立の呉広域市町村圏振興協議会を

発展解消して一部事務組合である「呉広域行政事務組合（１市８町で構成）を平成７

年８月に設立しています。 

 また，平成 13 年４月からは広域行政圏域の見直しに伴い，江能広域市町村圏との統

合がなされ，新たに「呉広域行政事務組合(１市 12 町で構成)」がスタートし，平成 

15 年４月の呉市と下蒲刈町の合併に伴い１市 11 町での構成となっています。 

 

(3) 国，県の管轄等 

 呉市と豊浜町は，衆議院議員選挙区を始め，県の地域事務所，教育事務所も同一の

管内となっています。 

 

 

３ 豊浜町のまちづくりの特色 

 

 「アビ渡来群游海面」が国の天然記念物として指定されており，県鳥でもある「アビ」

による伝統的漁法「アビ漁」を生かした魅力づくりを進め，斎島の研修宿泊施設「あび

の里いつき」には，「アビ漁」の資料展示室も併設されています。 

 豊浜町の新総合計画では，将来像を「味とやさしさに彩られた ふれあいの島・豊浜」

と設定しています。「味」は鯛とみかんに象徴される伝統的基幹産業である漁業と農業，

静穏な瀬戸内の海に囲まれた自然豊かな島の風情を，「やさしさ」は人情味あふれる風

土や福祉の心，環境へのいたわりなどをイメージしています。「ふれあいの島」には新

たな時代の中で若者が定着し，多くの人々が行き交うふれあい豊かなまちを目指すとい

う意味が込められています。 

   ＣＡＴＶを活用して豊浜町独自の特色ある情報発信を行うとともに，全国的に都市化

が進む中，豊浜町がこれまで維持してきた豊かな自然は，多くの人々に憩いとやすらぎ

を与える貴重な財産であり，これらの保全について十分留意しながら，自然と調和のと

れたまちづくりを進めています。 
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Ⅲ 合併の必要性と効果 

 

１ 合併の必要性 

 

(1) 生活圏の一体化と住民ニーズの多様化に伴う対応 

近年のモータリゼーションの著しい進展や情報通信手段の発展などにより住民の日 

常生活圏はますます拡大しており，行政においても従来の行政区域を超えた広域的な 

対応が強く求められています。 

また，住民ニーズも多様化を続けており，都市基盤や生活環境，保健・医療・福祉，

教育，産業等の住民生活を取り巻く分野においても，ますます広域的な取組が求めら 

れています。 

そのため，両市町が一体となって，より効率的・効果的な行財政運営に努め，住民 

サービスの質的向上を図る必要があり，既に消防・救急において一体的な対応を行っ 

ています。 

豊浜町は離島ゆえの厳しい地理的条件がありますが，安芸灘１号橋である「安芸灘 

大橋」が平成 12年１月に供用開始されたことに加え，平成 10 年代後半の供用開始を予

定する（仮称）豊島大橋（安芸灘３号橋）の完成により本土と陸続きになることから，

呉市とのつながりの一層の強化が図られます。 

 

（表１ 通勤・通学状況（15 歳以上）：平成 12 年国勢調査）        （人・％） 

区 分 町 内 第 １ 位 第 ２ 位 第 ３ 位 

通 勤 1,063 85.2 豊 町   64  5.1 松山市  29  2.3 平戸市  18 1.4 

通 学    9 27.3 呉  市   12 36.4 大崎上島町   9 27.3 － － － 

 

 図 通勤                  図 通学 

呉市

豊浜町 85.2%
豊町 5.1%

松山市 2.3%
平戸市 1.4%
県内その他 6.0%

呉市 36.4%

豊浜町 27.3%

大崎上島町 27.3%

県内その他 9.0%
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（表２ 商圏：平成 12 年度広島県商圏調査）                 （％） 

区 分 町 内 第 1 位 第 2 位 第 3 位 

買回品 35.2 呉 市 37.9 広島市 14.4 豊 町  2.6 

最寄品 87.8 呉 市  7.3 広島市  1.4 豊 町  1.2 

 

 図 買回品                               図 最寄品 

 

 

 

（表３ 医療圏：平成７年広島県患者調査）                 （％） 

区 分 町  内 第 1 位 第 2 位 第 3 位 

通 院 60.0 呉 市 15.6 豊 町 15.0 広島市  6.1 

入 院 － 呉 市 52.1 広島市 33.8 黒瀬町  5.6 

 

 図 通院                  図 入院 

 

広島市 14.4%

呉市 37.9%

豊浜町 35.2%
豊町 2.6%

県内その他 9.9%

呉市 7.3%

豊浜町 87.8%

豊町 1.2%

県内その他 2.3%

広島市 1.4%

呉市 15.6%

豊浜町 60.0%

豊町 15.0%

広島市 6.1%

県内その他 3.3%

呉市 52.1%

豊浜町

広島市 33.8%

黒瀬町 5.6%

県内その他 8.5%



- 8 - 

(2) 時代の潮流への対応 

 近年の社会経済情勢は，少子・高齢化，国際化，情報化の進展など大きく変化する

とともに，余暇時間の増加や物の豊かさから心の豊かさを求める意識が高まるなど，

個人の価値観が多様化，高度化しており，行政においてもこれらへの的確な対応が求

められています。 

 また，21世紀は「福祉の時代」，「地方分権の時代」ともいわれ，少子・高齢化の

急速な流れの中で，少子化に伴う人口減対策と高齢化に伴う保健・福祉施策の充実等

が大きな課題であるとともに，自治体の自主性，自立性を尊重し，地域住民の自己決

定権を拡充していく地方分権の考え方が時代の潮流となり，地域ごとの創意工夫によ

る個性的な魅力あるまちづくりが求められています。 

 こうした時代の潮流を踏まえたまちづくりを進めるためには，長期的な目標を掲げ，

すべての施策の面で有機的連携を図りながら，住民と行政が一体となって新たなシス

テムを構築し施策展開を図ることが重要な課題となっています。 

 このため，合併によって都市経営を効率的・効果的に実施し，行財政基盤の整備・

強化を推進する必要があります。 

 

(3) 広域行政と合併 

 広域市町村圏を単位とし，一部事務組合等を活用した事務の共同処理を幅広く行う

広域行政制度は，一定の成果も上がっていますが，総合的な行政主体として，迅速・

的確な意思決定や事業展開をするためには，単一の自治体であることが最適です。 

 

 

 ２ 合併の効果 

 

(1) 広い視野でのまちづくりの施策展開と個性的な地域づくりの推進 

 これまで，別々に実施してきた各種事業を一体的・効率的に実施することが可能と

なり，土地利用についても，より幅広い範囲で検討することにより，より広い視野で

施策展開を図り，効率的・効果的な事業を推進することが可能となります。 

 豊浜町は離島ゆえの厳しい地理的条件がありますが，平成 10年代後半に予定される

（仮称）豊島大橋（安芸灘３号橋）の開通により本土と陸続きとなり，呉市との時間

的距離が短縮されるとともに，通勤・通学はもとより様々な交流が促進されます。 

 また，合併後における豊浜町の役割や機能を明確にすることで，地域の特性を生か

したまちづくりを推進しながら，地域の均衡ある発展や新市の一体性の速やかな確立

を図るとともに，豊かな自然環境を生かした自然・歴史・文化の薫る環境整備を行う

ことが可能になります。 

 

(2) 各種サービスの充実による住民の利便性の向上 

 日常生活圏と行政区域が一致することにより，窓口サービスや施設利用など，様々

な公共施設の利用が広域的に可能となり，住民の利便性がより一層向上することが期

待できます。 

 また，各種のサービス（保健・福祉，環境，産業，まちづくり，教育・文化などの

分野）の一層の充実が期待できます。 

 さらに，豊浜町を含め安芸灘諸島地域では整備が進んでいない専門的なサービスや，

広域的な連携による観光施設の整備が促進されるとともに，充実したサービスの提供 

が可能となります。 
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(3)道路網などの生活インフラの整備促進 

豊浜町で進められている道路交通網整備や漁港の修築事業，漁業集落環境整備事業

などの生活環境整備を合併建設計画に位置付け，また，合併に伴う行財政基盤の強化

により重点的な投資が可能となり，各種都市インフラの一層の整備促進を図ることが

できます。 

 

(4) 消防・救急・防災体制の強化 

 平成 13 年３月に芸予地震が起こり，災害に対する体制整備の必要性が再認識された

ところですが，豊浜町においても，消防・救急・防災面における機能充実の必要性が

強く求められています。 

       現在，豊浜町の消防・救急業務は呉市が受託しており，今後は地元消防団組織と呉

市の消防署や出張所との更なる連携により，消防・防災体制や初期救急体制の強化・

充実が促進されます。 
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Ⅳ まちづくりの基本方針 

 

１ まちづくりの目標 

 

(1) 瀬戸内海の多彩な資源を生かした海洋交流都市圏の形成 

 新呉市は，中国・四国地域における海洋拠点都市，広島都市圏の東部拠点都市，そ

して，未来を創造する高度技術工業集積地域としての機能を充実し，さらに，国内外

との多様な交流拠点機能，定住機能，滞在機能など，各地域の特性を生かした機能の

分担を図ることで，圏域の一体化と一層の発展を実現します。 

 また，新市のまちづくりに当たっては，「海と港」及び「ものづくり」を原点とし

発展してきた圏域の特性や学術研究機関などの人的資源，さらには，歴史・文化資源

や豊かな自然など，多彩な地域資源を最大限活用しながら，自立した都市圏の形成を

目指します。 

 

(2) 産・学・住・遊のバランスのとれた都市的空間が享受できる都市の形成 

 新呉市は，拠点都市として産業業務機能や情報通信機能の充実など，高次都市機能

の一層の強化を図るとともに，総合的な交通体系の整備を始め，東西・南北の都市交

通軸を強化し，多様な都市機能の充実を図りながら，産業，港湾，観光，交流の連携

促進を図ります。 

 さらには，自然環境を保全，活用するとともに，市民が安心して生活できる環境に

調和した住環境の整備を始め，新しい潮流の中で 21 世紀の課題に対応したまちづくり

を進め，市民が誇りと魅力を感じることができる都市を目指します。 

 

豊町 

 
豊浜町 

 

倉橋町 

 

音戸町 

 

呉市 

 

川尻町 

 

安浦町 

 

熊野町 

 

坂町 

 

蒲刈町 

 

黒瀬町 

 

東広島・呉自動車道 

ＪＲ呉線 

広島都市圏との連携 

しまなみ海道への連結 

高速交通ネットワークとの連結 

南北都市交通軸 
○産業・港湾・観光・

交流機能の充実 

東西都市交通軸 
○産業・港湾・観光・ 

交流機能の充実 

安芸灘諸島連絡交通軸 
○産業・港湾・観光・交流機能
の充実 

警固屋音戸バイパス 

（仮）豊島大橋 
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２ まちづくりの基本方針 

 

(1) だれもが活躍できる健康福祉都市の形成 

 21 世紀のキーワードの一つである「少子・高齢化」への対応は，新市の大きな課題

の一つです。 

 市民のだれもが生涯にわたって，心身ともに健やかで生き生きとした生活を送るた

めには，保健・医療・福祉の連携による総合的で多様な地域福祉サービスの充実が求

められています。 

  このため，住民相互の支え合いを基本とした共助・協働型福祉活動を推進し，地域

の多様なニーズに柔軟に対応する地域福祉活動の充実を図ります。 

  また，ユニバーサルデザインの考え方を基本に，高齢者，障害者，女性，子ども，

外国人等，すべての人にやさしいまちづくりを推進し，住みやすく住んでみたい「定

住するまち」を目指します。 

  さらには，情報通信技術の活用を図りながら，保健・医療・福祉の地域拠点の整備

を推進し，社会全体で支える福祉サービスの充実，健康づくりの推進，地域福祉推進

体制の強化を進めるとともに，消防・救急体制の強化を始め，防災，交通安全・防犯

対策の推進など，安全なまちづくりを進め，市民のライフステージに合わせた，市民

だれにもやさしく，また，だれもが健康で安心して生き生きと活躍できる「健康福祉

都市」を目指します。 

 

(2) 人にやさしい環境共生・教育文化都市の形成 

 成熟化社会の進展に伴い，個性と創造性の志向が高まり，市民一人ひとりが多様な

価値観を認め合い，｢住む」｢働く」｢学ぶ」｢遊ぶ」｢憩う」｢育む」｢癒す」などの様

々な局面で，それぞれの個性や能力を十分に発揮できる，心の豊かさを育てる環境づ

くりは，まちづくりの重要な施策の一つです。 

 そのため，自然と人間が共生し持続的発展を可能とする「人と地球にやさしく環境

に調和したゼロエミッション（廃棄物ゼロ）都市」を目指して，循環型社会システム

を構築するとともに，上下水道や生活道路などのインフラ整備，緑地化，親水空間の

創出などを図り，ゆとりと潤いのある居住環境の整備を進めます。 

 また，新しい時代を担う子ども達の「生きる力」を育み，心身ともにバランスのと

れた発達を促すための教育環境の整備を始め，スポーツや文化・生涯学習など，市民

が個性と能力を発揮し，生涯を通じて学び育む場や機会の充実を図るなど，人間形成

の環境整備を進め，ゆとりと潤いのある「環境共生・教育文化都市」を目指します。 

 

(3) 多彩な地域資源を生かした産業創造都市の形成 

 これまで地域経済を支えてきた製造業，農林水産業など，既存産業の振興・育成は

もとより，時代を先駆ける新産業づくりは，雇用機会の創出とともに，地域の活性化

に大きく寄与するものです。 

 そのため，学術研究機関などの人的資源，また，「海と港」及び「ものづくり」を

原点とし発展してきた圏域の特性を生かしながら，新市の立地条件や都市基盤を活用

しつつ，広島国際大学や呉大学などの高等教育機関や国，県，民間の試験研究機関と

の連携を図り，産学官の連携による海洋環境産業や医療・福祉産業，情報・通信産業

など，瀬戸内発信型の新産業の創出を図ります。 

 また，新市が持つ多様な歴史的・文化的な地域資源等を最大限活用し，それぞれの

魅力を共有・享受することにより，多彩な光輝く地域を目指すとともに，「呉市海事



- 12 - 

歴史科学館（大和ミュージアム）」を核とした観光振興や歴史学習の場づくりなどを

積極的に推進するなど，工業，商業，農林水産業，観光産業等，各産業の連携・融合

化を促進し，圏域内外からの交流人口の増加を図り，地域性豊かな活力とにぎわいの

ある「産業創造都市」を目指します。 

 

(4) 持続的活力を持つ海洋交流都市の形成 

 新市の地理的・歴史的特性を生かし，中国・四国地域における海洋拠点都市，広島

都市圏の東部拠点都市，そして，未来を創造する高度技術工業集積地域としての機能

を分担することで，地域の一体的な発展を図る必要があります。 

 そのため，国内外との多様な交流拠点機能，定住機能，さらには，滞在機能など，

各地域の特性を生かした機能分担を図ることで多機能都市を形成し，地域の自立的発

展を促しながら，圏域の一体化と一層の発展を図ります。 

 また，拠点都市としてふさわしい総合交通体系を始め，産業業務機能，情報通信機

能，港湾機能の充実や本庁舎等の整備など，高次都市機能を強化するとともに，多様

な交流機能の充実を図り，「海洋交流都市」を目指します。 

 

(5) 効率的・効果的な行財政運営 

 良好な行政サービスの提供はもとより，時代の変化に対応した効率的・効果的な行

財政運営を目指し，事務事業や組織機構の見直しを始め，職員の定員管理や資質向上

に努めます。 

 また，財政基盤強化のため，自主財源の確保に努めるとともに，限りある財源を有

効に活用する手法の導入を図ります。 

 

 

３ 呉市の役割 

 

 合併に伴い拡大する市域の一体性の確保や多様な就業・就学機会，保健・医療・福祉，

文化，都市的にぎわいなどのサービスや機会を提供するため，総合的な交通ネットワー

クの整備を始め，産業業務機能，港湾機能，情報通信機能の充実を図るとともに，保健

所などを有する中核都市の機能を十分に生かし，少子・高齢化対策を始め，教育，環境，

福祉施策の充実など，より一層高次都市機能を強化し，新市の拠点性の向上と地域の連

携による一体的な発展を図ります。 

 

 

４ 豊浜町の役割 

 

 （仮称）豊島大橋（安芸灘３号橋）の早期完成を目指し，自然環境・景観の保全に留

意しながら社会資本の整備に努めることにより「味とやさしさに彩られたふれあいの島

・豊浜」を目指し，新呉市の漁業と農業のまちなみエリアとして，一層の役割を期待さ

れていますが，高齢化が進行しており，高齢者福祉の充実を図る必要があります。 

 瀬戸内有数の漁業のまちとして，伝統的基幹産業である漁業を核とした産業振興に努

めるとともに，漁場の整備・海洋牧場事業を推進し，「とる漁業」から「つくり育てる

漁業」への転換を図ります。また，漁業と並ぶ主要産業として柑橘農業が行われていま

すが，今後は新種改良などにより生産性の向上を目指します。 

 研修宿泊施設「あびの里いつき」を活用して，瀬戸内の豊かな自然を体験する個性あ
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る交流・観光機能を担うことが期待されます。 

 

 

５ 豊浜町各地区の特性と土地利用の方針 

 

 豊浜町には，公共公益施設が集中して立地し，町の玄関口である豊島地区，農・漁業

振興の中核を担う大浜地区，観光と体験学習の拠点である斎島地区があります。 

 こうした各地区の特性を生かしながら，質の高い土地利用を総合的かつ計画的に推進

し，市域全体の均衡ある発展を目指すことを基本とした土地利用を図ります。 

 

【豊島地区】 

   行政機能・住民の交流・健康増進－漁業のまちの拠点づくり 

   ○ 近代的な機能を持つ支所と漁民ふれあいセンターの活用により，漁業を中心とす 

     る産業の振興や社会教育・文化の振興を始め，健康の保持増進や交流の場など，多 

     目的な役割を担います。 

   ○ 幹線道路や生活道路の整備，漁港施設の整備等を進め，漁業のまちとしてのまち

づくりを進めます。 

 

【大浜地区】 

   つくり育てる漁業と交流の拠点づくり 

   ○ 漁業振興エリアとして，海洋牧場事業を推進することにより，「とる漁業」から

「つくり育てる漁業」への転換を図ります。 

   ○ 漁業と並ぶ主要産業である柑橘類の栽培について，新種改良等により生産性の向

上を目指します。 

   ○ 地域住民の憩いの場，他地域の人々との交流の場を目指して，海浜広場などの整 

   備を進めていきます。 

 

【斎島地区】 

   漁業のまちの歴史と文化を生かした観光拠点づくり 

   ○ 研修宿泊施設「あびの里いつき」における歴史体験機能を生かし，漁業のまちの 

観光・体験学習拠点として，多様な交流の促進を図ります。 
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 豊浜町の主な施設及び各地区の土地利用イメージ 

 

 

 

 

豊
浜
大
橋 

行政機能・住民の交流・健康増進－漁業のまちの拠点づくり 

つくり育てる漁業と交流の拠点づくり 

あびの里いつき 

漁業のまちの歴史と文化を生かした観光拠点づくり 

農業研修センター 

架橋記念公園 

呉市東消防署大崎下島出張所 

豊浜学寮・高齢者生活福祉センター 

山崎郷土資料保存館 

豊浜町学校給食センター 豊浜町役場・漁民ふれあいセンター 

ケーブルとよはま庁舎 

豊浜中学校 

十文字山公園 

豊島小学校・幼稚園 

農水産加工センター 

豊島開発総合センター・歯科診療所 

大浜診療所 

空海展望台 

芝スキー場 

豊浜町ゲートボール場 

豊島地区 
大浜地区 

斎島地区 
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Ⅴ まちづくり計画 

 

 呉市と豊浜町との迅速な一体化を促進し，更なる地域の発展と市民福祉の向上を図るた

め，まちづくりの目標及び基本方針に基づく主要な施策の方針を次のとおり定め，総合的

かつ計画的な施策を展開します。 

 

 

 

【まちづくりの目標】   【まちづくりの基本方針】  【主要な施策方針】 

瀬戸内海の多彩な資

源を生かした海洋交

流都市圏の形成 

産・学・住・遊のバ

ランスのとれた都市

的空間が享受できる

都市の形成 

だれもが活躍できる健康 

福祉都市の形成 

人にやさしい環境共生・ 

教育文化都市の形成 

多彩な地域資源を生かし

た産業創造都市の形成 

持続的活力を持つ海洋交

流都市の形成 

効率的・効果的な行財政 

運営 

健康づくりの推進 

安全・安心なまちづくり 

保健・医療・福祉の機能強化 

住民自治の促進と市民協働の実現 

快適な生活環境の創造 

循環型社会システムの形成 

学校教育・生涯学習の推進と充実 

スポーツ・レクリエーション機能の

充実 

芸術・文化の継承と振興 

道路・交通体系の整備促進 

高度情報通信基盤の整備促進 

港湾・交流拠点の整備促進 

本庁舎等の整備促進 

既存産業の振興 

観光の振興 

新産業の創出 
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 １ だれもが活躍できる健康福祉都市の形成 

 

【施策展開の方向】 

 

(1) 健康づくりの推進 

 健康な身体は豊かな生活を営む基盤であり，人々の健康づくりに対する関心は年々

高まっています。 

 そのため，呉市では，市民一人ひとりが生き生きと自分らしく暮らすことができる

まちづくりを進めるため，「健康寿命」（自立して活動できる期間）の延伸を目指し

た「健康くれ 21計画」を策定しています。 

 この計画実現のため，運動と笑顔による健康づくり事業，食と笑顔による健康づく

り事業などを展開していきます。 

 さらには，人生 80 年時代を，できるかぎり長く，健康で安心して過ごし，だれもが

健康で生き生きと社会活動に参加できるよう，保健センターを始めとした保健・医療

・福祉の地域拠点機能の整備，保健師など専門職員の適正な配置などにより，各種検

診業務の充実，健康相談機能，予防体制の強化などの事業を総合的・体系的に実施し

ます。 

 

(2) 安全・安心なまちづくり 

 高齢者を始め，障害者，女性，子ども，外国人などすべての人が安全に，そして安

心して生活できるまちを目指します。 

 そのため，公共施設や公益的施設の段差の解消，スロープ，点字ブロック，エレベ

ーターの設置などユニバーサルデザインの考え方を基本にまちづくりを推進していき

ます。 

 特に，交通安全対策としては，関係機関・団体と連携を図りながら，交通安全教育

・広報の充実を図ることにより市民の交通安全意識の高揚に努め，防犯面においては，

警察署との連携を強化し，犯罪の起こりにくいまちづくりを進めるとともに，地域の

防犯団体などを活用した地域ぐるみでの防犯活動を推進することにより，町内の安全

強化に努めます。 

 また，離島ならではの恵まれた自然環境を最大限に保全しながら，安全・安心な生

活環境を創出するため，大河原川，猪尻川支川において砂防河川整備事業を計画的に

推進します。 

 加えて，地域の防災性と住民の利便性を高めるため，町内の狭あい道路の改良に努

めるとともに，山崎地区において集落内道路の整備を推進します。 

 さらに，全市的には防災行政無線の一体的な整備のほか，災害時の避難や支援の拠

点としても活用する呉市体育館の大規模改修や，消防・防災・救急機能の中枢部とし

て重要な拠点施設である消防局・西消防署庁舎の老朽化対策や機能向上を図るための

新庁舎を整備し，防災機能や住民への情報伝達機能の強化に努めるとともに，呉市防

災センターの活用促進を図るなど，市民の防災意識の高揚にも努めます。防災機能や

住民への情報伝達機能の強化に努めるとともに，呉市防災センターの活用促進を図る

など，市民の防災意識の高揚にも努めます。 

 

(3) 保健・医療・福祉の機能強化 

 少子・高齢化の進展に伴い，保健・医療・福祉が連携し，迅速かつ一体的なサービ

スが提供できるよう体制の整備や機能強化が必要となっています。 
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 そのため，福祉意識の高揚を図るとともに，「呉市高齢者保健福祉計画・介護保険

事業計画」や「呉市障害者保健・福祉基本計画」に基づき，高齢者福祉，障害者福祉

における施策の展開や介護保険事業の運営に努めます。 

 また，少子化対策として，一時保育や延長保育，障害児保育など，多様なニーズに

対応した保育を実践するとともに，豊かな心を育む保育や幼児教育の充実に努めます。 

 加えて，次世代育成支援行動計画に基づく子育て支援への取組や地域のニーズに即

した新たな施策を展開するほか，乳幼児医療費助成の充実，計画的な放課後児童会の

開設，子育て支援ネットワークの拡充など児童福祉の向上を図り，子育て支援に努め

ます。 

 さらに，市民が等しく適切な保健・医療の機会に恵まれ，健康な生活を送ることが

できるよう，保健・医療サービスの提供体制を整備し，保健医療従事者の確保を図る

とともに，全市的な保健・医療・福祉情報システムの確立に努めます。 

 

(4) 住民自治の促進と市民協働の実現 

 新市が一体となって発展していくためには，地域コミュニティのより一層の育成を

図り，市民相互の連帯意識を強化するとともに，市民が主体となった地域振興策が必

要です。 

 そのため，市民の連帯の強化と地域振興のための事業の費用に充てるための基金を

造成し，住民の創意工夫を生かした自主的・主体的なコミュニティ活動の展開を支援

するなど，市民協働のまちづくりを推進します。 

 また，出前トークを始め，市長への手紙やメールなど広報・広聴機能の充実に努め

るとともに，地域コミュニティの活性化と市民協働活動の支援に努め，市民と行政の

協働による心触れ合う住民本位のまちづくりを目指します。 

 

 【主要事業】 

事  業  名 事 業 概 要 事業主体 

防災対策事業 

 

大河原川の砂防河川整備事業 県 

防災行政無線の整備 市 

地域振興基金積立事業 地域振興のための基金造成 市 

消防局・西消防署新庁舎整

備事業 

消防局及び西消防署の庁舎整備 市 

呉市体育館大規模改修事業 呉市体育館の耐震補強工事等 市 

 

 

２ 人にやさしい環境共生・教育文化都市の形成 

 

【施策展開の方向】 

 

(1) 快適な生活環境の創造 

 自然に親しみながらゆとりと潤いのある快適な生活を営むことができるよう，計画

的な緑地整備や親水空間の創出など居住環境の整備に努めます。 

 そのため，公衆衛生の向上に寄与するとともに，河川など公共用水域の水質保全に

資する集落排水事業を推進します。 

 また，災害時を含め，市民に安全で良質な水の安定供給を確保するため，老朽施設
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の更新を始め，施設の近代化や高度化，耐震性の強化など給水体制や維持管理体制の

整備・充実を図ります。 

 さらに，住民に最も身近な生活道路について，年次的，計画的に整備を推進し，快

適な住環境の創造に努めます。 

 

(2) 循環型社会システムの形成 

 21 世紀の社会では，環境と共生したまちづくりが求められています。 

 そのため，環境施策を総合的かつ計画的に推進するための指針である「呉市環境基

本計画」に基づき，循環型社会の確立に向けた施策の展開を図ります。 

 その一つとして，ごみの減量化・資源化への対応については，資源物の集団回収を

行うなど，市民，民間事業者などの理解と協力を得ながら地域全体で取り組みます。 

 なお，やむを得ず排出されるごみについては，安定的かつ継続的に処分します。 

 また，太陽光発電の活用やコージェネレーションシステムの導入など，環境にやさ

しいエネルギーの活用や雨水利用など水資源の循環的利用促進にも努めます。 

 

(3) 学校教育・生涯学習の推進と充実 

 人間形成の基礎を培い豊かな心を育てるための学校教育環境や生涯学習機能の整備

を推進します。 

 そのため，学校教育環境の整備については，児童生徒が集中して学習できるよう，

小中学校に空調設備を整備するほか，学校施設の耐震化や老朽化対策を進めることと

し，耐震診断により耐震補強の必要がある豊浜中学校校舎等の改修を推進し，良質な

教育環境を確保します。 

 また，地域住民等の学校教育への参画授業など，開かれた学校づくりを推進し，社

会教育との連携による地域の教育力の向上を図るとともに，校内ＬＡＮの整備やイン

ターネットへの接続など，ＩＴ教育の充実に努めます。 

 さらに，生涯学習については，図書館の情報化やサービスの高度化を図るためのネ

ットワーク化などを推進します。 

 

(4) スポーツ・レクリエーション機能の充実 

 価値観が多様化した現代においては，余暇の過ごし方に対するニーズも多様化し，

その対応が求められています。 

 豊浜町において，過疎化の進行など地域が抱える問題を改善し，活力ある地域を形

成するためには，安芸灘諸島連絡架橋の整備波及効果や美しい風景と豊かな自然など，

地域のポテンシャルを最大限活用した新たなまちづくりが必要です。 

 そのため，大浜地区に地元住民の憩いの場，都市部住民との交流の場として，漁港

環境整備事業等による人工海浜と多目的運動広場として活用できる緑地など誰もが気

軽に利用できる施設の整備に努めます。 

 また，だれでも参加できる「総合型地域スポーツクラブ」の設立・育成等によるス

ポーツ・レクリエーション機会の充実を図ります。 

 さらに，新市全体の中でスポーツ施設の計画的な配置，機能の充実に努めるなど，

スポーツ拠点を整備することにより，多様化するスポーツの振興に努めます。 

 

(5) 芸術・文化の継承と振興 

 豊浜町には，県史跡「大浜の社倉」や国の天然記念物「アビ渡来群游海面」を始め

とする多くの史跡や様々な伝統行事，特色ある祭りなど，瀬戸内の離島ならではの特
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色ある芸術・文化があります。これらは先人たちのまちづくりの精神を後世に伝える

重要な財産であり，適切に保存，伝承していくことが必要です。 

 そのため，引き続き指定文化財の調査・保存を推進するとともに，秋祭りで使用す

る「押し船」・「櫂伝馬」の保存格納庫の整備を行います。 

 また，豊浜町の歴史・文化を後世に伝えるため，郷土史の編さんを推進します。 

 

 【主要事業】 

事  業  名 事 業 概 要 事業主体 

漁港環境整備事業 駐車場，植栽，緑地の整備等（大浜地区） 県 

漁港海岸環境整備事業 人工海浜の整備（大浜地区） 県 

漁業集落環境整備事業 漁業集落排水施設の整備 市 

教育環境整備事業 豊浜中学校校舎等の大規模改修 市 

伝統文化等振興事業 押し船・櫂伝馬保存格納庫の整備 市 

一般廃棄物最終処分場整備

事業 

一般廃棄物最終処分場の整備等 

 

市 

 

小中学校空調設備整備事業 小中学校への空調設備整備 市 

呉市営プール整備事業 屋内温水プール等の整備 市 

 

 

３ 多彩な地域資源を生かした産業創造都市の形成 

 

【施策展開の方向】 

 

(1) 既存産業の振興 

 豊浜町の基幹産業である漁業については，とる漁業からつくり育てる漁業への転換

を図ることにより漁業経営の安定化を図る必要があります。 

 そのため，金崎地区において，漁業作業用保管倉庫や製氷・貯氷施設等の整備を行

うとともに，山崎地区において，漁船巻き揚げ台車の更新を行い，漁業基盤のより一

層の向上を推進します。 

 また，生産性の高い漁場の造成を目指して，豊浜町周辺海域において自然石や大型

魚礁等の投入を始め，マダイの里づくりを目指して引き続き稚魚の中間育成やいかだ

の更新を行うとともに，防波堤の整備を行い，とる漁業からつくり育てる漁業への転

換を図り，漁業経営の安定と向上を目指します。 

 さらに，漁業と並ぶ基幹産業である農業については，新市において農業振興地域整

備計画等を策定し，新たな施策の展開を図るほか，農道や水路の整備など，生産基盤

の整備をより一層推進しながら担い手の育成を図り，柑橘類の高品質化や生産性の向

上，高付加価値農産物の導入に努め，生産者，農業関係機関・団体と協力しながら，

農業発展に向けた諸事業に多方面から積極的に取り組む必要があります。 

 そのため，尾久比島を始め，横路地区，水野地区，大谷地区，溝手地区等において

農道や水路の整備を進めることにより，農地の保全と柑橘類生産の近代化・省力化を

図ります。また，林道立花線の整備を進めることにより，森林資源の育成・保全を図

ります。 

 さらに，一般国道 185 号の改良，広域連携道路の整備促進など安全で効率的な交通

輸送条件を整備し，既存産業の生産活動を支える基盤づくりに努めるとともに，中小
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企業の経営近代化と生産性の向上を促進するために，呉地域産業振興センターなど関

係機関と豊浜町商工会等との連携を強化します。 

 

(2) 観光の振興 

 観光振興策としては，離島ゆえにほとんど手つかずのまま残された瀬戸内海のすば

らしい自然環境の保全を進め，平成 10 年代後半に供用開始を目指す(仮称)豊島大橋

（安芸灘３号橋）の完成により本土と陸続きになることから，飛躍的に増加が予想さ

れる町外からの観光客に，瀬戸内特有の多島美景観を堪能してもらうことが重要と考

えます。 

 また，斎島周辺のアビ観察や研修宿泊施設「あびの里いつき」を生かした歴史体験

機能を充実させ，瀬戸内の離島ならではの個性豊かな観光エリアの創造を目指します。 

 さらに，市民の協力の下，観光地の運営に必要な担い手（観光ボランティア等）の

育成に努め，観光客と市民との交流の機会を拡大することにより，心温まるきめ細か

な受入体制の充実を図ります。 

 加えて，地域全体の観光資源を有機的に結び付けることにより，「瀬戸内歴史絵巻

観光ネットワーク」を整備し，観光振興に努めます。 

 

(3) 新産業の創出 

呉市には，社会情報・看護系の「呉大学」，看護・薬学系の「広島国際大学」，工

学技術系の「呉工業高等専門学校」などの高等教育機関，「産業技術総合研究所中国

センター」,｢県立西部工業技術センター」などの試験研究機関，さらには，「呉地域

産業振興センター」を中心に，地域の中小企業の新製品・新事業展開や新規創業など

を支援する場としてのインキュベーション施設である「呉サポート・コア」や高速イ

ンターネット接続回線を整備した起業化支援の貸しスペースである「呉チャレンジ・

コア」が立地しています。 

 このように充実した施設や機能の活用を図るとともに，特に新製品の開発，新規創

業などをさらに支援するため「試作開発型事業促進施設（賃貸工場）」の整備を進め，

豊浜町の既存産業の振興・支援はもとより，地域の技術を生かした新産業の創出に努

め，新技術・新商品などの開発促進を図ります。 

 

 【主要事業】 

事  業  名 事 業 概 要 事業主体 

農地保全整備事業 承兼農道の整備（尾久比島） 県 

漁業経営構造改善事業 

 

 

 

漁業作業用倉庫の整備（金崎地区） 市 

荷捌き，製氷・貯氷施設の整備（金崎地区） 市 

漁船巻き揚げ台車の更新（山崎地区） 市 

自然石の投入（藻場・漁場の造成） 市 

水産基盤整備事業 魚礁の設置（漁場の造成） 市 

基盤整備促進事業 

 

農道の開設（横路地区） 市 

農道の開設（水野地区） 市 

林道整備事業 林道舗装（立花線） 市 

小規模農業基盤整備事業 

 

 

農道の開設（大谷地区） 市 

水路の整備（外ノ裏地区外４地区） 市 

農道の開設（溝手地区） 市 
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４ 持続的活力を持つ海洋交流都市の形成 

 

【施策展開の方向】 

 

(1) 道路・交通体系の整備促進 

 新市の速やかな一体感の醸成や地域の均衡ある発展を図るためには，安全で快適な

道路環境を含めた総合交通体系の整備が必要です。 

 豊浜町は離島ならではの厳しい条件下にあり，架橋による本土との連結は最重要課

題であります。 

 そのため，安芸灘諸島連絡架橋については，既に整備されている架橋によるネット

ワーク効果を十分に生かしながら地域の振興と住民の利便性向上に資するため，平成

10 年代後半の供用開始を目指して，上蒲刈島と豊島を結ぶ（仮称）豊島大橋（安芸灘

３号橋）の整備を促進するとともに,平成４年 11月に完成した豊島と大崎下島を結ぶ

豊浜大橋（安芸灘４号橋）の塗装など環境整備に努めます。 

 また，豊浜町内の幹線道路である一般県道豊島線については小野浦～内浦地区と内

浦防波堤前部分において，また，一般県道大崎下島循環線については大浜地区におい

て，大型車両の通行に支障を来している狭あい部分の解消を目指して改良事業を推進

します。 

 さらに，「暮らしやすく，活力ある地域づくり」を実現するため，総合的かつ計画

的な交通対策を目指した各施策の展開を図ります。 

 

(2) 高度情報通信基盤の整備促進 

 豊浜町では平成９年にＣＡＴＶを導入し，テレビの難視聴地域の解消と広報活動の

一環として自主制作番組の放送等を行っています。 

 今後は地上波デジタル放送等に対応するため，ケーブル等必要機材の更新を行うと

ともに，高度情報化社会にも対応できるよう，地域公共ネットワークの基盤整備を推

進し，インターネット技術を生かした高度情報通信基盤の構築を図るなど，地域住民

の利便性向上に配慮した施策の展開します。 

 また，呉テクノパークの既存施設及び機器の有効活用を図るとともに，だれもが利

用しやすい環境整備にも努め，高度情報化社会に対応した基盤整備を進めます。 

 

(3) 港湾・交流拠点の整備促進 

 豊浜町の基幹産業である漁業の振興のためには，漁港の整備を計画的に行う必要が

あります。 

 そのため，豊島漁港内において防波堤，物揚場，漁港内道路，浮桟橋等の整備を推

進します。 

 また，新市の速やかな一体化と地域の均衡ある発展を図るため，豊浜町地域におけ

る交流拠点の整備に努める必要があります。 

 そのため，都市部住民との交流の場として，大浜地区に人工海浜と多目的運動広場

として活用できる緑地の整備を推進します。 

 さらには，ＪＲ呉駅周辺に多様で高次な都市機能，都市施設の集積を図り，新市の

拠点性の向上に努める必要があり，陸の玄関口であるＪＲ呉駅及び海の玄関口である

宝町地区において，にぎわいのある交流拠点としての施設や「呉市海事歴史科学館（大

和ミュージアム）」の整備を始め，呉駅・呉港周辺地区を結ぶ連絡道の整備を推進す

るとともに，宝町地区や入船山記念館を始め日本遺産を構成する文化財が集積する幸
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町地区，中央地区商店街が立地する本通・中通地区など，市中心部の回遊性を高める

ための機能の整備を推進します。 

 

(4) 本庁舎等の整備促進 

市役所本庁舎は，新市における市民の生命と財産を守る防災の拠点として，また，

市民主体のまちづくりを実践する拠点として，市民生活の中心的役割を担う重要な 

施設です。 

新市のまちづくりを見据え，こうした都市機能を十分に発揮し，市民の利便性の 

向上を図るとともに，時代のニーズに即した行政サービスを適切に提供していくこ 

とができるよう，分散する庁舎の統合を図りながら，老朽化の進行が著しい現在の 

本庁舎に代わる新たな庁舎の整備を進めます。 

また，現在の本庁舎と同一敷地内に同時期に建設した中央公民館ホール（市民会 

館）についても，老朽化の進行が著しいため，本庁舎と一体的に整備を進めます。 

 

 【主要事業】 

事  業  名 事 業 概 要 事業主体 

幹線道路改良事業 

 

 

 

一般県道豊浜蒲刈線（安芸灘３号橋 橋梁工） 県 

一般県道豊浜蒲刈線（道路改良 一般部） 県 

一般県道豊島線（道路改良 小野浦～内浦地区） 県 

一般県道大崎下島循環線（道路改良 大浜地区） 県 

農道環境整備事業 豊浜大橋の塗装等 県 

広域漁港整備事業 防波堤，物揚場，道路の整備（小野浦） 県 

漁港整備事業 防波堤改良（内浦） 県 

ＣＡＴＶ施設高度化事業 地上波デジタル放送等への対応 市 

呉市中心部回遊性向上機

能整備事業 

集客施設，回遊ルート等の整備 市 

市役所本庁舎等整備事業 本庁舎，中央公民館ホール（市民会館）等の整備 市 

 

 

５ 効率的・効果的な行財政運営 

 

 地方分権の進展，多様化する行政需要に対応し，迅速かつ高度な行政サービスを提供

するため，行政情報の電子化を進め，窓口業務等のオンライン化を強化するとともに，

効率的・機能的な行政運営を目指し，事務事業の見直しや組織機構の改革を図り，経費

の節減・合理化，職員の適正な配置や資質の向上のための研修等の充実に努めます。 

 また，事業実施前に事業コストと事業成果を把握し，その優先度や実施時期を検討す

るとともに，事業評価を行うことにより支出の効果が最大となるよう，効率的な財政運

営に努めます。 

 

 【主要事業】 

事  業  名 事 業 概 要 事業主体 

行政情報化推進事業 高度情報通信基盤の整備等 市 
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Ⅵ 公共施設の統合整備 

 

 公共施設の統廃合については，住民生活に急激な変化を及ぼさないよう十分に配慮し，

地域の特性やバランス，さらには財政事情等を考慮しながら検討・整備していくことを基

本とします。 

 なお，合併に伴い支所機能を担う豊浜町役場については，住民サービスの提供に支障が

生じないよう十分に配慮しながら，行政情報の電子化など必要な機能整備を図ります。 
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Ⅶ 財政計画（平成１７年度～平成３６年度）                                 

                                   

１　歳入 （単位：百万円）

平成１７年度～
平成２９年度

決算額

平成３０年度～
平成３６年度

計画額
合計

418,468 213,220 631,688
市民税，固定資産税，軽自動車税，市たばこ税，入湯税，
都市計画税等

285,463 132,469 417,932 普通交付税，特別交付税

51,115 43,394 94,509
地方消費税交付金，利子割交付金，ゴルフ場利用税交付金，
自動車取得税交付金，地方特例交付金等

242,214 169,908 412,122

143,952 63,969 207,921

21,764 15,381 37,145

190,163 69,133 259,296
地方譲与税，使用料，手数料，分担金，負担金，財産収入，
寄付金，諸収入等

1,353,139 707,474 2,060,613

２　歳出 （単位：百万円）

平成１７年度～
平成２９年度

決算額

平成３０年度～
平成３６年度

計画額
合計

714,516 382,142 1,096,658

人 件 費 271,222 119,923 391,145

扶 助 費 254,775 170,158 424,933

公 債 費 188,519 92,061 280,580

181,231 78,236 259,467

建設事業費 181,231 78,236 259,467

435,230 247,096 682,326

物 件 費 121,360 89,015 210,375 旅費，需用費，委託料等

維持補修費 16,348 9,974 26,322 修繕料，原材料費等

補 助 費 等 87,164 38,275 125,439 負担金，補助金，報償費等

積 立 金 22,769 558 23,327

そ の 他 187,589 109,274 296,863 貸付金，投資及び出資金，繰出金等

1,330,977 707,474 2,038,451

義 務 的 経 費

投 資 的 経 費

そ の 他 の 経 費

そ の 他 交 付 金

※　歳入・歳出とも「平成１７年度～平成２９年度決算額」及び「平成３０年度～平成３６年度計画額」は，当該期間に
　おける呉市としての数値

合　　計

国 ・ 県 支 出 金

市 債

繰 入 金

そ の 他

合　　計

区　分

金　額

備　　　　　考

区　分

金　額

備　　　　　考

市 税

地 方 交 付 税

 

 



呉市・豊浜町合併建設計画
事業箇所図（呉市分）

防災行政無線整備事業

一般廃棄物最終処分場整備事業

市役所本庁舎等整備事業

消防局・西消防署
新庁舎整備事業

呉市営プール整備事業

呉市体育館大規模改修事業

小中学校空調設備
整備事業

呉市中心部回遊性向上機能
整備事業



 

呉市・豊浜町建設計画事業箇所図（豊浜町分） 

漁港環境整備事業 

農地保全整備事業 

広域漁港整備事業 

漁港海岸環境整備事業 

一般県道豊浜蒲刈線道路改良事業 

砂防河川整備事業（大河原川） 

漁港整備事業 

一般県道豊浜蒲刈線道路改良事業 

農道環境整備事業 
） 

小規模農業基盤整備事業 ： 町内各所 
） 

大 崎 下 島 
） 

豊 島 

上 

蒲 

刈 

島 

基盤整備促進事業（横路地区） 

基盤整備促進事業（水野地区） 
） 

林道整備事業（立花線） 
） 

漁業経営構造改善事業 

水産基盤整備事業 

漁業経営構造改善事業 

漁業経営構造改善事業（金崎地区） 

漁業経営構造改善事業（山崎地区） 

豊浜中学校大規模改修事業 

漁業集落環境整備事業 

ＣＡＴＶ施設高度化事業 

ふるさと文化伝承館整備事業 

一般県道豊島線道路改良事業 
） 

一般県道大崎下島循環線道路改良事業 
） 

ア
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海
面 
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ビ
渡
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海
面 
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面 
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